
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（標準古典探究　第一学習社）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

古典に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深めようとしている。

5

・平安朝の著名な人物にまつわる説
話を読み、制約のある中でふさわし
い返歌をした成範の機転を味わう。
・説話という文章の種類や古典特有
の表現に注意して、内容を的確に捉
える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

　考査結果、提出物、小テスト

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

古今著聞集

○ ○

定期考査

用言の復習 徒然草

２
学
期

○

１
学
期

○

・作者が取り上げている事物や対
象、経験などを通して、当時の人の
ものの見方や考え方に触れる。
・随筆という文章の種類や古典特有
の表現に注意して、内容を的確に捉
える。
・文語のきまりについて理解を深め
る。

枕草子

古典文法（助動詞） 更級日記

○

・日記文学という文章の種類や古典
特有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・文語のきまりについて理解を深め
る。

更級日記

定期考査

○

定期考査 ○ ○

　考査結果、提出物、小テスト

○

用言の復習 俊頼髄脳 　考査結果、提出物、小テスト

【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、古典に親しむこ
とで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚を深めようとしている。

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めている。

国語 古典探究 2

態

古典探究国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深めている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりしている。

1

○

○

○

○

8

　考査結果、提出物、小テスト

　考査結果、提出物、小テスト

○

○

　考査結果、提出物、小テスト

○ ○

8

8

1

7

7

1

○

○

7

1

○ 5

○

○ ○

古典文法（助動詞） 竹取物語

○

　考査結果、提出物、小テスト

○ ○

○

・長編物語という文章の種類や古典
特有の表現に注意して、構成や展
開、内容を的確に捉える。
・語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
・主として敬語表現に関する文語の
きまりへの理解を深める。

源氏物語

○

　考査結果、提出物、小テスト

○ ○ ○

定期考査
○



２
学
期

合計

70

1

○ 5

○ 5

1

○

○

定期考査 ○

○

３
学
期

・訓読のきまりについて理解を深め
る。

朝三暮四

○

　考査結果、提出物、小テスト

○

諸葛亮が劉備に進言した策について
理解するとともに、両者の関係を把
握する。
・史伝という文章の種類を踏まえ
て、構成や展開を的確に捉える。

水魚之交

○

　考査結果、提出物、小テスト

○ ○

定期考査


